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Abstract 
This paper  is  a  bibl iographica l study o f Enkyoku "Syukasho"（宴曲 『拾菓抄』） owned by 
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は、北海道大学附属図書館が所蔵している。昭和 一 （ 九四六）の弘文荘『新興古書店出品目録』所載のものを、北海道大学文学部（当時の法文学部）が購入している。その後、文学部から附属図書館に管理替えとなった
（１０
）。また、 「実阿筆二冊」は、 『外物』と『撰要両曲巻』であると
考えられる。 外物』は、明治四四年（一九 一）に国立国会図書館 当時の帝国図書館）が購入している（表紙見返し 購求印 よる） 。 『撰要両曲巻』は、臼田甚五郎氏の所蔵であり『歌謡集成』に 部影印が紹介されているが、現在の所在は不明である。 「拾菓抄壱冊」も、直恒が収集したものである可能性が高い、と筆者は考えていた。しかし 直恒は『拾菓抄』につ ては全く言及しておらず、その詳細は不明であった。この度、関屋氏が発見した『拾菓抄』写本 『目録』に見える「拾菓抄壱冊」であると考えてよ 。そ 理由を以下に述べる。
岩井家は、明治二二年（一八八九）岩井幸三郎（八代目七郎右衛門）の
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（３）前掲注（１）―⑤「伝本一覧」 「宴曲古写本書誌一覧」参照。（４）発見の経緯については、関屋氏「大阪能楽会館蔵 整理」 （ 『ニュー
ズレター第７号』関西大学なにわ大阪研究センター、二〇一七年一〇月）に詳しい。
（５）大谷節子氏「京観世岩井家の明和本批判―岩井七郎右衛門家旧蔵文
書から」 （ 『能と狂言』六号、二〇〇八年四月） 。

































る人に誤ってとられることが多い。歌曲の歌詞の部分は当時の達筆者が書いているので、まことに読みやすいのであるが、坂阿が書き入れた節博士や読み仮名には後の人による誤写が多く、宮商角徴羽等の曲譜の文字は後ほとんど正確に伝わらない状況 。 」 （ 『鎌倉文化の研究』三弥井書店、一九九三年、二八九ページ） 。
（１７）神田氏『能と古注釈』第三章第二節「金春宗家蔵『宴曲集巻一』






























図２ 『拾菓抄』表紙 図１ 『目録』１３丁表
図３ 表紙見返し・１丁表
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図４ ２丁裏・３丁表
図５ ２９丁裏・３０丁表
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図６ ４６丁裏・裏表紙見返し
図７ 裏表紙
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図６ ４６丁裏・裏表紙見返し
図７ 裏表紙
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